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八
街
市
に
は
39
の
区
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
そ
の
地
域

な
ら
で
は
の
歴
史
や
文
化
が
あ
り
、

そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
同
士
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
自
治
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、榎
戸
区
を
紹
介
し
ま
す
。

　

榎
戸
区
は
、
市
の
中
心
部
か
ら

や
や
北
に
位
置
し
た
場
所
に
あ
り
、

区
内
に
は
Ｊ
Ｒ
榎
戸
駅
、
榎
戸
サ

ッ
カ
ー
場
、
榎
戸
配
水
場
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

榎
戸
区
の
歴
史
は
、
江
戸
時
代

初
期
に
新
田
と
し
て
開
発
さ
れ
た

こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
新
田
開
発

を
行
っ
た
上
勝
田
村
（
か
み
か
つ

た
む
ら
：
現
在
の
佐
倉
市
）
は
佐

倉
藩
が
管
轄
し
て
お
り
、
当
時
佐

倉
城
主
で
あ
っ
た
土
井
利
勝
を
た

た
え
る
た
め
、
現
在
で
も
命
日
に

あ
た
る
７
月
10
日
に
「
土
井
様
日

待
ち
」
と
称
し
、
区
内
に
あ
る
新

蔵
寺
で
供
養
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
榎
戸
大
宮
神
社
に
代
々
伝

わ
る
「
榎
戸
獅
子
舞
」
は
、
新
田

開
発
と
と
も
に
、
土
井
利
勝
が
佐

倉
地
方
か
ら
導
入
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
天
下
太
平
・
五
穀

豊
穣
を
願
い
、
雌
獅
子
・
中
獅
子

・
雄
獅
子
の
三
匹
で
行
わ
れ
る
舞

は
、
市
内
に
唯
一
現
存
す
る
貴
重

な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

区
で
は
、
例
年
住
民
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
た
め
、
７
月
に
盆
踊

八
街
市
の
各
区
を
紹
介
し
ま
す
（

八
街
市
の
各
区
を
紹
介
し
ま
す
（
1414
）【
榎
戸
区
】

）【
榎
戸
区
】

市指定無形民俗文化財
　　 榎戸獅子舞

り
大
会
、
８
月
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
会
・
流
し
そ
う
め
ん
、
12

月
に
餅
つ
き
大
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
美
化
運
動
と
し
て
地

域
の
清
掃
を
定
期
的
に
行
う
ほ
か
、

住
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に
防
犯

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
で
あ
る
榎
戸
公
民
館
は
、
昨

年
、
玄
関
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
、

古
く
な
っ
た
会
議
室
の
畳
を
フ
ロ

ー
リ
ン
グ
へ
張
り
替
え
る
な
ど
改

修
工
事
を
行
い
、
併
せ
て
キ
ャ
ス

タ
ー
付
き
の
机
や
間
仕
切
り
用
連

結
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
を
整
備
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
さ
ら
に
住
民
が
公
民
館
を

利
用
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
た
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
八
街
市
区
長
会
事
務
局

（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎
３
１
２
‐
１
１
４
０

台
風
台
風
1515
号
な
ど
に
よ
る
八
街
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等

号
な
ど
に
よ
る
八
街
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等

　
　
　
　

再
建
支
援
事
業
補
助
金
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　
　
　
　

再
建
支
援
事
業
補
助
金
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

市指定無形民俗文化財

　

☎
３
１
２

　

市
で
は
、
令
和
元
年
台
風
15
号

な
ど
に
よ
り
被
災
し
た
区
・
自
治

会
な
ど
が
所
有
す
る
集
会
所
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
建
替
お

よ
び
修
繕
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

対
象
施
設

　

自
治
会
な
ど
が
所
有
す
る
集
会　

　

所
お
よ
び
10
㎡
以
上
の
倉
庫

※
土
地
取
得
費
、
造
成
費
、
外
構

工
事
費
、
備
品
購
入
費
、
政
治
活

動
・
宗
教
活
動
に
使
用
す
る
施
設

（
山
車
の
倉
庫
な
ど
）
は
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
率
・
上
限
額

建
替　

補
助
率　

２
分
の
１　

　
　
　
　

上
限
額
７
５
０
万
円

修
繕　

補
助
率　

３
分
の
１

　
　
　
　

上
限
額
２
８
０
万
円

交
付
の
条
件

○
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
建

替
ま
た
は
修
繕
が
完
了
す
る
施
設

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
す
で
に
建
替
・
修
繕
が
完
了
し

て
い
る
施
設
も
対
象
で
す
。

○
被
災
証
明
書
は
必
ず
し
も
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
台
風
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
写
真

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
災
害
保
険
な
ど
の
損
害
保
険
金

の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
の
補
助
金
の
算
定
は
、
受
け

取
る
こ
と
の
で
き
る
保
険
金
額
を

補
助
対
象
経
費
か
ら
控
除
し
た
額

に
補
助
率
を
乗
じ
て
算
定
し
ま
す
。

○
八
街
市
地
域
集
会
施
設
建
設
費

等
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
る
補
助

金
、
そ
の
他
の
制
度
に
よ
る
助
成

金
を
受
け
る
場
合
は
、
こ
の
補
助

金
と
の
重
複
の
交
付
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

申
請
期
限　

８
月
31
日
㈪

問
市
民
協
働
推
進
課

　

☎
３
１
２
‐
１
１
４
０

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
受
給
券
を
自
動
更
新
し
ま
す

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
受
給
券
を
自
動
更
新
し
ま
す

　

８
月
１
日
に
更
新
す
る
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
受
給
券

は
、
今
年
度
か
ら
、
原
則
、
自
動

更
新
と
し
ま
す
。

　

新
し
い
受
給
券
を
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
、

障
が
い
福
祉
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
中
の
収
入
を
申
告
し

て
い
な
い
方
は
申
告
を
し
、
住
所

地
特
例
に
よ
り
受
給
券
を
お
持
ち

の
方
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
届
け
出

し
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
を

障
が
い
福
祉
課
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
も
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◎
健
康
保
険
証
の
変
更
（
転
職
な
ど
）

◎
世
帯
状
況
の
変
更
（
再
婚
・
離

　

婚
な
ど
）

◎
住
所
変
更
（
転
居
・
転
出
）

※
所
得
制
限
の
方
、
65
歳
以
上
で

新
た
に
助
成
対
象
の
障
害
者
手
帳

が
交
付
さ
れ
た
方
、
生
活
保
護
の

方
は
、
受
給
券
を
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

問
障
が
い
福
祉
課

　

☎
４
４
３
‐
１
６
４
９　
　

　
　

４
４
３
‐
１
７
４
２

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
世
帯
の
方
に
、
新
し
い
被
保

険
者
証
を
７
月
下
旬
ま
で
に
簡
易

書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
届
か
な
い

場
合
に
は
国
保
年
金
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期

間
は
、
令
和
２
年
８
月
１
日
〜
令

和
３
年
７
月
31
日
で
す
。
こ
の
期

間
に
75
歳
に
な
る
方
や
、
70
歳
に

な
り
高
齢
受
給
者
と
な
る
方
は
期

間
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
を
や
め
る
届
け
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
届
け
出
が
な
い
と
保
険

税
が
課
税
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

　
　
　
　
　
　

利
用
し
ま
し
ょ
う

　

医
師
か
ら
処
方
さ
れ
る
薬
に
は
、

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
と
後
発
医

薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

が
あ
り
ま
す
。

　

新
薬
の
開
発
に
は
長
い
年
月
と

莫
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
新
薬
の

特
許
期
限
後
に
発
売
さ
れ
る
た
め
、

開
発
費
が
少
な
く
す
む
の
で
効
能

は
同
じ
で
も
新
薬
よ
り
安
く
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
費

節
約
の
た
め
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。　

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

す
る
方
は
、
医
師
ま
た
は
薬
剤
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
医
薬
品
の

切
り
替
え
が
不
安
な
方
は
、
お
試

し
期
間
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
意
思
で

　
　
　
　

救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

　

〜
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
〜

　

あ
ら
か
じ
め
臓
器
提
供
の
意
思

表
示
が
し
て
あ
れ
ば
健
康
な
臓
器

の
提
供
に
よ
っ
て
誰
か
の
命
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

臓
器
提
供
に
つ
い
て
家
族
と
話

し
合
い
、
自
分
の
意
思
を
表
示
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

意
思
表
示
カ
ー
ド
に
署
名
し
、

被
保
険
者
証
な
ど
と
一
緒
に
携
帯

し
ま
し
ょ
う
。

「
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
）
お
願
い
カ
ー
ド
」
と

「
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
」

を
、
新
し
い
被
保
険
者
証
と
一
緒

に
同
封
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
カ
ー
ド
は
、
国
保
年
金

課
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
国
保
年
金
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
３
９

８
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

８
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す 

　

毎
年
、
八
街
北
中
学
校
・
八
街

南
中
学
校
の
プ
ー
ル
を
夏
休
み
期

間
中
に
無
料
開
放
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止

し
ま
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ま
に
は
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
４
４
３
‐
１
４
６
５

中
学
校
プ
ー
ル
の
無
料
開
放
は
中
止
し
ま
す

中
学
校
プ
ー
ル
の
無
料
開
放
は
中
止
し
ま
す

問

問問

問問

FAX

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
‐
０
８
１
５


